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庚子（かのえね）から辛丑（かのとうし）への年変わりにあたり、鬼滅の刃が大ヒットした背景につ

いて金融経済の専門家の立場で寸評しておきたい。干支の年変わりは、旧来の成長が停止して衰退が始

まる一方、新たな生命が息吹き始める新旧交代を意味する。前回は 60 年前の 1960-61 年で、人々の最

大の関心事は、安保闘争がウソのように霧散、所得倍増計画でカネ一辺倒に様変わりした時代だ。 

鬼滅の刃には強欲資本主義批判の要素が強くある。これは作者が意図したのかどうかは分からないが、

普通の人の肌感覚で、強欲資本主義により個人の人間性、家族の絆、そして地域の共同体社会が大きな

問題を抱える領域に達したと感じられるようになった証左と見て良いのではないか。以下、その理由だ。 

第一は大正時代(1912-26)の時代設定だ。当時の日本は 1918 年に終結した第一次世界大戦で得た賠償

金で多くの成金が生まれ大正バブルが発生した。バブルは格差を生んで人心を荒廃させる。社会の風潮

は流行語となったエログロナンセンスだ。財界人や政治家に対するテロが頻発し、1923 年の関東大震災

では朝鮮人虐殺など分断の負の側面が強く出た。強欲資本主義がもたらした現代の世相と類似点は多い。 

第二は鬼だ。鬼が人間に危害を与えるモチーフは桃太郎など日本の昔話には多い。ただ現代的に解釈

すると、米国からやってきた強欲資本主義が、個人の人間性、家族の絆、地域の共同体社会を破壊する

程の害を与えるという意味では鬼と同じだ。鬼は強欲資本主義が姿を変えたものと見ることができる。 

第三は鬼殺隊の組織だ。強欲資本主義では社員は歯車の１つとなり使い捨てにされる。働き甲斐はあ

まりない。しかし、鬼殺隊は、フラットで権限移譲が大きくお互いが協力し合う働きがいのある組織だ。

この組織形態はサイゼリヤやメガネ屋の 21で有名で、人間性を尊重する理想的な職場とされている。 

第四は鬼滅の刃を受入れたＺ世代だ。1990 年代中盤以降に生まれたＺ世代は、生まれた時から身の回

りはモノであふれ不足をあまり経験したことがない。そのため金、モノ、ブランドに対する執着がなく、

代わりに心のよりどころを知人との繋がりに求める傾向が強いとされる。強欲資本主義とは距離を置く

生き方だ。鬼と戦って命を投げ打つ鬼滅隊の姿がＺ世代の琴線に触れるのは、自然な成り行きだろう。 

時あたかも株主資本主義が強欲資本主義と呼び変えられ、強く批判されている。そして、取って代わ

ると期待されるのがステークホルダー資本主義で、顧客、従業員、納入業者、地元社会、そして株主の

利害の調整を図ることとされている。とはいえ、具体的な実像は明らかではない。ESG とは親和性が高

いと見られているものの、たとえば株主向け配当を削減して地元のコミュニティ活動や LGBTQIA 支援に

資金を振り向けることが本当に容認されるのか、など不透明感が強い。 

 世界各国は安定感の強い日本の社会に未来の理想を見始めている。コロナ感染者の少なさ、社会の分

断の小ささ、更には日米同盟を保持しつつ RCEP で中国と自由貿易協定を結ぶしたたかさなどだ。ステ

ークホルダー資本主義の展開においても、鬼滅の刃が理想に近づく力の源泉になることを期待したい。 

参考文献：「千の顔を持つ英雄」、「神話の力」 共にジョーゼフ・キャンベル著 
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本資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が投資環境についてお伝えすることを目的として作成したもの

であり、投資家に対する投資勧誘を目的とするものではありません。本資料は市場全般の推奨や証券市場等の動

向の上昇または下落を示唆するものではありません。本資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成し

ておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。なお、掲載されている見解は本資料作成

時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。また、事前の連絡なしに変更され

ることがあります。投資信託は、値動きのある資産を投資対象としているため、基準価額は変動します。したが

って、元本を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があ

ります。投資信託のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しします「投資信託目論見書（交付目論見書）」

および一体としてお渡しする「目論見書補完書面」を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。 


